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「てんたかく81」の環境に配慮した全量基肥肥料
～安定生産を維持しながらプラスチックを削減～

栽培課　研究員　佐藤 篤史

農業研究所の活動から

試験圃場の青田まわり 

LPコート

Jコート

１　はじめに

　本県では、稲作における省力的な肥料として、

全量基肥肥料が８～９割程度のほ場で普及してい

ます。しかし、この肥料に含まれる窒素肥料（LP

コート）の被膜はプラスチック製であり、肥料成

分溶出後の肥料殻が水面に浮き上がり、水田外へ

流出することで海洋プラスチック負荷の一因になる

ことが懸念されています。

　こうしたことから、県ではこれまで全量基肥肥

料に含まれる被覆肥料をLPコートからJコートへ置

き換える取組みを進めてきました。JコートはLP

コートに比べプラスチック配合量が少なく、被膜

の崩壊性を高めていることから、肥料殻が水面に

浮き上がりにくい特長があります（図１）。そのた

め、Jコートの導入により肥料殻の水田外への流出

リスクの低減が期待されます。Jコートを配合した

全量基肥肥料は、「富富富」では2018年のデビュー

当初から普及が進んでおり、後に「コシヒカリ」

でも専用肥料が開発され、普及しています。また、

「てんたかく81」用についても、2022年産より切り替

えが進められています。

　しかしながら、河川や海洋環境の保全を考慮す

ると、より一層のプラスチック低減が要求されるた

め、農業研究所では、2021年から硫黄で窒素を被

覆した肥料（SCU）の実用性を検証しています。本稿

では「てんたかく 81」用の全量基肥肥料に硫黄被

覆肥料（以下、SCU）を一部配合した新たな肥料

について実用性を検証したので、その結果を紹介し

ます。

２　SCU の活用

　SCUは被膜にプラスチックではなく硫黄を使用し

ているため、肥料殻が微生物により分解され残ら

ない特長があります（図２）。また、崩壊した肥料

殻は作物の養分として利用されます。

　今回供試した肥料は、「てんたかく81」の現行

肥料である「Jコート早生専用」肥料の窒素成分30%

分を中長期溶出型SCU（SCU-L）に置き換え、プラ

スチック被膜の使用量を現行肥料より約３割削減

しています。

　農業研究所では、毎年、試験ほ場の青田まわりを実施しています。本年は、６月12日（水）に主な18課

題の試験ほ場を巡回しました。

　各試験担当者は、研究内容をまとめた看板を用いて研究の目的や手法、進捗状況等の概要を説明しまし

た。説明後に、専門分野の異なる参加者との質疑応答を交わすことで、課題解決に向けた新たな視点が

得られます。とくに若手の研究員にとっては、助言をいただく貴重な機会となっています。

 

夏休み子供科学研究室を開催
　８月８日（木）に、「富山県の田んぼに植えられている作物を知ろう～お米だけじゃない、田んぼで作られ

ているもの～」のタイトルで夏休み子供科学研究室を開設し、12名の小学生に参加いただきました。飼料

用イネの「つきはやか」や枝豆用品種の「たんくろう」の栽培ほ場を見学し、それぞれを「コシヒカリ」や「え

んれいのそら」と比較して草姿の違いを確認しました。また、飼料用トウモロコシの栽培ほ場では、自分

たちの身長よりもはるかに高い草丈にビックリしていました。各自が興味のある作物を抜き取って観察するこ

とで、身近にある田んぼでつくる様々な作物について新たな興味を持ってもらえました。

図 1　肥料殻の浮き上がりの様子

図 2　SCU の溶出過程
大豆ほ場の説明

ドローンを活用した病害虫防除
（病理昆虫課　桑名研究員）

パン作りに適した米粉用品種の選定
（農業バイオセンター　野尻研究員）

Ｒ６年試験内容は、
こちらのＱＲコードから

トウモロコシほ場の見学 観察のポイントをチェック

溶出前 溶出後

分

解
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中⻑期溶出型
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数
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（
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落
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色

SCU配合Jコート

Jコート早生専用

SCU配合Jコート

Jコート早生専用

移植後
1か月

最高
分げつ期

幼穂
形成期

穂揃期

移植後
1か月

最高
分げつ期

幼穂
形成期

幼穂
形成後
7日

幼穂
形成後
14日

穂揃期

成熟期

３　生育への影響

　2021年～2023年の４月下旬～５月上旬に移植し

た「てんたかく81」について、SCU 配合Jコートおよ

びJ コート早生専用を窒素成分で９kg/10a施用し、

生育および収量・品質への影響を調査しました。

　SCU配合Jコートは、移植～幼穂形成期まではJ

コート早生専用に比べ茎数が少なく、群落葉色が

淡く推移しました。一方、出穂期以降は、穂数が

多く、群落葉色が濃く推移しました（以上、図４、

図５）。

４　収量及び玄米品質への影響

（１） 収量

　SCU 配合Jコートは、Jコート早生専用と比較し、

㎡当たり籾数及び登熟歩合が同等で、千粒重は

0.3g重くなりました（表１）。これは、出穂期以

降の群落葉色が濃く推移したことから、粒の充実

が進んだためと考えられました。以上より、SCU配

合Jコートを施用した場合の収量は、Jコート早生

専用と同等以上となりました。

（２） 玄米品質

　SCU 配合Jコートの整粒歩合は 71.1％となり、J

コート早生専用と同等となりました。また、食味

分析値についても、玄米タンパク含有率が 6.4％と

同等となりました（以上、表２）。

　以上のことから、「てんたかく81」においてSCU

配合Jコートは、プラスチック使用量を削減できる

とともに、Jコート早生専用と同等の収量・品質の

確保が期待できると考えられます。

５　おわりに

　今回、供試したSCU配合Jコートは、本年より

「エコ早生専用」として販売されています。なお、

「てんたかく81」の栽培にあたっては、倒伏リスク

を考慮して過剰施肥を避け、地域の慣行施用量を

遵守するようお願いします。 

図 3　SCU 配合 J コートの配合内容

図 4　茎数 ・穂数の推移 （2021 ～ 2023 年）

表1　収量および収量構成要素の比較 （2021～ 2023 年）

写真　ヘアリーベッチとライ麦の混播緑肥

表 2　玄米品質の比較 （2021 ～ 2023 年）

注）静岡製機 ES-V により測定

図 5　群落葉色の推移 （2021 ～ 2023 年）

大豆・水稲輪換体系における冬作混播緑肥の鋤き込み効果の検証
～大豆・水稲の収量安定化と地力向上の両立を目指して～

土壌・環境保全課　副主幹研究員　髙橋 正樹

研究成果

１　はじめに

　富山県の水田土壌の特徴として、扇状地上に粘

土や有機物である腐植が少ない土壌が広く分布し

ていることが挙げられます。また、水田転作にお

いて、大豆を作付けすることによって地力窒素が

減耗するので、有機物資材等による窒素肥沃度の

修復が重要になりますが、本県では、家畜ふん堆

肥等の供給に限界があり、耕種農家だけで作業が

できる緑肥の利用について研究を進めてきました。

（１） 緑肥の効果

　緑肥とは、植物そのものを田畑に鋤き込み肥料

にすることをいいます。特にマメ科緑肥は根に根

粒菌が着生し、空中窒素を固定することで窒素肥

沃度が向上するため、後作での窒素の減肥が可能

となります。また、緑肥は腐植となって保肥力（陽

イオン交換容量）が増大するため、肥料成分とな

る陽イオンを吸着します。さらには、作土の物理

性も改善され、保水性や透水性の向上効果も考え

られます。

（２） これまでの研究結果

　マメ科のヘアリーベッチを鋤き込むことで、後作

の大豆に対する肥料効果を確認しましたが、単純

なヘアリーベッチの鋤き込み処理だけでは、はっ

きりとした地力増強効果は確認できませんでした。

このため、炭素に富んだイネ科緑肥をヘアリーベッ

チと同時栽培して鋤き込み、炭素と窒素をバランス

よく組み合わせることで窒素を土壌に貯留できるこ

とを明らかにしました。

２　混播緑肥鋤き込みの概要

（１） 緑肥の種類および播種量

　混播緑肥はヘアリーベッチとライ麦とし、ヘア

リーベッチの播種量は２kg/10a、ライ麦の播種量

は鋤き込み緑肥のC/N比を変えるため、３～８

kg/10aの間で３水準設けました（表１）。

　輪換体系は、冬作混播緑肥→大豆→水稲→水

稲としました。

（２） 混播緑肥の播種方法

　緑肥の播種は、大麦用ロール式播種機を用いま

した。ライ麦種子は、大麦種子と同等の播種深度

とするために種子ホッパーに投入し、ヘアリーベッ

チ種子は肥料ホッパーに投入して、耕うん同時畦

立播種により実施しました。

　また、緑肥播種前には、イネ科であるライ麦の

初期生育を確保するため、窒素５kg/10aの全層施

肥を行いました。

表 1　混播緑肥および大豆 ・水稲の輪換体系
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３　生育への影響

　2021年～2023年の４月下旬～５月上旬に移植し

た「てんたかく81」について、SCU 配合Jコートおよ

びJ コート早生専用を窒素成分で９kg/10a施用し、

生育および収量・品質への影響を調査しました。

　SCU配合Jコートは、移植～幼穂形成期まではJ

コート早生専用に比べ茎数が少なく、群落葉色が

淡く推移しました。一方、出穂期以降は、穂数が

多く、群落葉色が濃く推移しました（以上、図４、

図５）。

４　収量及び玄米品質への影響

（１） 収量

　SCU 配合Jコートは、Jコート早生専用と比較し、

㎡当たり籾数及び登熟歩合が同等で、千粒重は

0.3g重くなりました（表１）。これは、出穂期以

降の群落葉色が濃く推移したことから、粒の充実

が進んだためと考えられました。以上より、SCU配

合Jコートを施用した場合の収量は、Jコート早生

専用と同等以上となりました。

（２） 玄米品質

　SCU 配合Jコートの整粒歩合は 71.1％となり、J

コート早生専用と同等となりました。また、食味

分析値についても、玄米タンパク含有率が 6.4％と

同等となりました（以上、表２）。

　以上のことから、「てんたかく81」においてSCU

配合Jコートは、プラスチック使用量を削減できる

とともに、Jコート早生専用と同等の収量・品質の

確保が期待できると考えられます。

５　おわりに

　今回、供試したSCU配合Jコートは、本年より

「エコ早生専用」として販売されています。なお、

「てんたかく81」の栽培にあたっては、倒伏リスク

を考慮して過剰施肥を避け、地域の慣行施用量を

遵守するようお願いします。 

図 3　SCU 配合 J コートの配合内容

図 4　茎数 ・穂数の推移 （2021 ～ 2023 年）

表1　収量および収量構成要素の比較 （2021～ 2023 年）

写真　ヘアリーベッチとライ麦の混播緑肥

表 2　玄米品質の比較 （2021 ～ 2023 年）

注）静岡製機 ES-V により測定

図 5　群落葉色の推移 （2021 ～ 2023 年）

大豆・水稲輪換体系における冬作混播緑肥の鋤き込み効果の検証
～大豆・水稲の収量安定化と地力向上の両立を目指して～

土壌・環境保全課　副主幹研究員　髙橋 正樹

研究成果

１　はじめに

　富山県の水田土壌の特徴として、扇状地上に粘

土や有機物である腐植が少ない土壌が広く分布し

ていることが挙げられます。また、水田転作にお

いて、大豆を作付けすることによって地力窒素が

減耗するので、有機物資材等による窒素肥沃度の

修復が重要になりますが、本県では、家畜ふん堆

肥等の供給に限界があり、耕種農家だけで作業が

できる緑肥の利用について研究を進めてきました。

（１） 緑肥の効果

　緑肥とは、植物そのものを田畑に鋤き込み肥料

にすることをいいます。特にマメ科緑肥は根に根

粒菌が着生し、空中窒素を固定することで窒素肥

沃度が向上するため、後作での窒素の減肥が可能

となります。また、緑肥は腐植となって保肥力（陽

イオン交換容量）が増大するため、肥料成分とな

る陽イオンを吸着します。さらには、作土の物理

性も改善され、保水性や透水性の向上効果も考え

られます。

（２） これまでの研究結果

　マメ科のヘアリーベッチを鋤き込むことで、後作

の大豆に対する肥料効果を確認しましたが、単純

なヘアリーベッチの鋤き込み処理だけでは、はっ

きりとした地力増強効果は確認できませんでした。

このため、炭素に富んだイネ科緑肥をヘアリーベッ

チと同時栽培して鋤き込み、炭素と窒素をバランス

よく組み合わせることで窒素を土壌に貯留できるこ

とを明らかにしました。

２　混播緑肥鋤き込みの概要

（１） 緑肥の種類および播種量

　混播緑肥はヘアリーベッチとライ麦とし、ヘア

リーベッチの播種量は２kg/10a、ライ麦の播種量

は鋤き込み緑肥のC/N比を変えるため、３～８

kg/10aの間で３水準設けました（表１）。

　輪換体系は、冬作混播緑肥→大豆→水稲→水

稲としました。

（２） 混播緑肥の播種方法

　緑肥の播種は、大麦用ロール式播種機を用いま

した。ライ麦種子は、大麦種子と同等の播種深度

とするために種子ホッパーに投入し、ヘアリーベッ

チ種子は肥料ホッパーに投入して、耕うん同時畦

立播種により実施しました。

　また、緑肥播種前には、イネ科であるライ麦の

初期生育を確保するため、窒素５kg/10aの全層施

肥を行いました。

表 1　混播緑肥および大豆 ・水稲の輪換体系
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表 2　混播緑肥の播種および鋤き込み日

表 3　鋤き込み緑肥の乾物重、 炭素量、 窒素量

図 2　あと地土壌の窒素濃度の推移

注）すべての試験処理区でヘアリーベッチの播種量は２kg/10a、

　　窒素成分として５kg/10a を全層施肥

図 1　混播緑肥鋤き込み後の
　　　  大豆の子実重および百粒重
注）異符号間について Tukey 法により
　　有意差あり（p<0.05）

図 1　作土の pH の推移

図 2　作土中の交換性加里の推移 （左 ：沖積砂質～壌質、 右 ：沖積粘質土 ・洪積土）

（３） 混播緑肥の播種および鋤き込み日

　混播緑肥の播種は10月上旬、鋤き込みは翌年５

月中～下旬に実施しました（表２）。

（４） 混播緑肥の鋤き込み量および C/N 比

　混播緑肥の鋤き込み量は、大豆播種前に乾物

重で660～1,100kg/10aとなり、 また、 混播緑肥

のC/N比は22～49となりました。 この結果、 鋤き

込みにより窒素10～18 k g /10 a、 炭素30 0～

500kg/10aを土壌に供給することができました（表

３）。 これは牛ふん堆肥を２t/10a施用した場合と

同等以上となります。

３　緑肥鋤き込み後に栽培した大豆の収量

　混播緑肥鋤き込み後に大豆を栽培すると、混

播緑肥の鋤き込みがない場合に比べ、おおむね

百粒重が大きくなり、また、子実重が多くなる傾

向がみられました（図１）。

４　大豆栽培の翌年に栽培した水稲の収量

　輪換２巡目における大豆あと水稲の収量は、ラ

イ麦５kg/10a播種した区で最も多く、水稲作付前

土壌の窒素濃度および可給態窒素量との相関が示

唆されました（データ略）。

５　あと地土壌の窒素濃度 （窒素肥沃度）

　緑肥を鋤き込んだ３処理区において、大豆あと

の土壌の窒素濃度は対照区に比べ高く、緑肥を

鋤き込んだ３処理区の間ではライ麦５kg/10a播種

した区が最も高くなりました（図２）。

県下水田土壌の変化と実態（９巡目調査結果）
～加里が過去最低レベルに。今すぐ増施が必要～

土壌・環境保全課　研究員　髙野 諒

研究成果

１　はじめに

　高品質な農産物の安定生産に重要となる健全な

土づくりに活用するため、当課では県下に設置し

た定点ほ場において、作土層の土壌化学性の分析

を中心に継続調査を実施しています。調査は1979

年に開始し、５年間で県下44地点を１巡するサイク

ルとしており、今回は９巡目の調査結果を加えて

評価しました。

２　９巡目調査結果

（１） pH

　土壌pHの平均値は5.8と８巡目に比べ上昇し、基

準（6.0）の未達率は16ポイント減少しました。しか

しながら、57％のほ場では基準値を下回っていま

す（図１）。

（２） 交換性加里

　交換性加里は、沖積砂質～壌質土、沖積粘質

土・洪積土ともに４巡目以降減少傾向であり、沖

積砂質～壌質土では平均値が 9.1mg/100g（基準：

15mg/100g）、沖積粘質土・洪積土では平均値が

19.2mg/100g（基準：20mg/100g）と調査開始以

降最も低くなりました。さらに、基準未達率は沖

積砂質～壌質土で 95％、沖積粘質土・洪積土で

56％となっています（図２）。

（３） 有効態リン酸

　有効態リン酸は、沖積砂質～壌質土では全ての

地点で基準（10mg/100g）を達成しています。沖積

粘質土・洪積土では、基準（15mg/100g）未達率

は28％と16ポイント減少しているものの、その中

でも沖積粘質土の基準未達率は36％と比較的高く

なっています（図略）。

（４） 有効態ケイ酸

　有効態ケイ酸は、沖積土壌、洪積土壌ともに８

巡目よりやや増加しています。しかし、基準未達

率は沖積土壌で70％、洪積土壌で73％と依然とし

て高くなっています（図略）。

３　おわりに

　今回の調査結果から、特に交換性加里の不足

が確認されました。地域や経営体で土壌診断を行

い、ppほ場ごとの不足成分を把握し、土壌改良資

材等による成分の補給をお願いします。

６　おわりに

　以上のことから、混播緑肥の鋤き込みによって

大豆の収量は向上し、あと地土壌の窒素濃度も高

くなることが明らかになりました。

　今後は、大豆・水稲輪換体系における混播緑

肥鋤き込みを長期に渡って継続した場合の、あと

作物の収量・品質や土壌に及ぼす影響について検

討していきたいと考えています。
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52％52％52％

16％16％16％

5.6
16％16％16％

48％48％48％

36％36％36％

5.6
12％12％12％

45％45％45％

41％41％41％

2％2％2％

5.7
16％16％16％

61％61％61％

21％21％21％
2％2％2％

5.6
16％16％16％

48％48％48％

25％25％25％

11％11％11％

5.9

39％39％39％

43％43％43％

18％18％18％

5.7

27％27％27％

41％41％41％

32％32％32％

5.8

43％43％43％

32％32％32％

25％25％25％

2019秋
水稲跡

1巡目

1巡
目
2巡
目
3巡
目
4巡
目
5巡
目
6巡
目
7巡
目
8巡
目
9巡
目

1巡
目
2巡
目
3巡
目
4巡
目
5巡
目
6巡
目
7巡
目
8巡
目
9巡
目

2巡目 3巡目 4巡目 5巡目 6巡目 7巡目 8巡目 9巡目

緑肥
なし

ライ麦
4kg

ライ麦
6kg

ライ麦
8kg

2020秋
大豆跡

2021秋
水稲跡

2022秋
水稲跡

2023秋
大豆跡

2017

緑肥
なし

ライ麦
3kg

ライ麦
5kg

ライ麦
7kg

2020

緑肥
なし

ライ麦
3kg

ライ麦
5kg

ライ麦
7kg

2023

平均値



4 5

��� �������������

��� �����
	
���������
�������

���������� ����� ���
���
	���������

��� �����������
	��

� � ��
	������������

�������������������
������� �� 
	��������

�
������������ ���
�
�
�
�
�

�
�
���������������� ��� ��
��������������������

� ��������������� ������������
��� � ����� ����������¡����
����¢£����¤�������¥£¦���§��������
¨©ª�«¬®¯��°������ ����
±²³´µ�¨¶���� �·��¸¹�º»¼
	����®��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�� �����������������
��������½���¨¾¿®¯�����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�������°�À¸¹��Á���ÂÃÄÅ
�°��Æ�Ç��°ÈÀÉÊ°�Ë±���
�ÌÍ���
�
�� ������
�����	����
� ÎÏÐÑ��Ò¯��Ó�ÔÕ�Ö��×
ØÙ������� ����Ú�ÛÜÈÆ�ÔÕÝÞ�
©ª�¢£ßà���á¬â¢£���ãä°
åæç±����èéêë���
�
�� ������������������
� ��¨���´ì�íîÚ��Àï���Ó�
�©ª�¢£ßàðñÚ��ÁòÆ���¨�
��´ì�íîÚ�ó�×ØÙ������� ��
��Ú°ÛÜòÆ������Ì���
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 � ���� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �
¼	���ôË������������õï

���Ö�Ê	��Ó�ö©ª�¢£ßàÜò
Æ�¯��°÷Ëô��������
ø½���ùÔÕÎÏúû��Ò¯����

����¨üý�þõïÿ~��¸¹��Ó�Ý
��Ö�ù}|{©ª�[\®]^�_Àï`@
�ïÀ��À�?>ïÀ�®�

����
�� ��� �����
���� ����� ����
���� ����� ����
���� ����� ����

���

����

����

����

����

����

����

�����
���

�����
���

�����
���

�����
���

�����
���

�
�

�
�

�
�

�
��

�

���
�������
�������
�������

���
��� ��� ��� ��� ����

�����
	 �����
	 �����
	 �����
	
� ��� ���� ��� ����
� ��� ���� ��� ����
� ���� ���� ��� ����
� ��� ���� ��� ����
� ��� ���� ��� ����
� ��� ���� ��� ����
� ��� ���� ��� ����
� ���� ���� ��� ����
� ��� ���� ��� ����

����

����	

�� 
��

�� ����

����

����	
����

����	

��

��

��

��

��

��

��

��

��

���

���

���

���

���

���

���

��
��

���
���

���
���

���
���

��
��

���
���

���
���

���
���

��
��

���
���

���
���

���
���

�
�

�
��

�

�
�

�
��

��
� ��

�

�

���� ���� ����

����������� �����������
���������������������� ����¡�

��� ������������
��� �������������

��� �����
	
���������
�������

���������� ����� ���
���
	���������

��� �����������
	��

� � ��
	������������

�������������������
������� �� 
	��������

�
������������ ���
�
�
�
�
�

�
�
���������������� ��� ��
��������������������

� ��������������� ������������
��� � ����� ����������¡����
����¢£����¤�������¥£¦���§��������
¨©ª�«¬®¯��°������ ����
±²³´µ�¨¶���� �·��¸¹�º»¼
	����®��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�� �����������������
��������½���¨¾¿®¯�����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�������°�À¸¹��Á���ÂÃÄÅ
�°��Æ�Ç��°ÈÀÉÊ°�Ë±���
�ÌÍ���
�
�� ������
�����	����
� ÎÏÐÑ��Ò¯��Ó�ÔÕ�Ö��×
ØÙ������� ����Ú�ÛÜÈÆ�ÔÕÝÞ�
©ª�¢£ßà���á¬â¢£���ãä°
åæç±����èéêë���
�
�� ������������������
� ��¨���´ì�íîÚ��Àï���Ó�
�©ª�¢£ßàðñÚ��ÁòÆ���¨�
��´ì�íîÚ�ó�×ØÙ������� ��
��Ú°ÛÜòÆ������Ì���
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 � ���� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �
¼	���ôË������������õï

���Ö�Ê	��Ó�ö©ª�¢£ßàÜò
Æ�¯��°÷Ëô��������
ø½���ùÔÕÎÏúû��Ò¯����

����¨üý�þõïÿ~��¸¹��Ó�Ý
��Ö�ù}|{©ª�[\®]^�_Àï`@
�ïÀ��À�?>ïÀ�®�

����
�� ��� �����
���� ����� ����
���� ����� ����
���� ����� ����

���

����

����

����

����

����

����

�����
���

�����
���

�����
���

�����
���

�����
���

�
�

�
�

�
�

�
��

�

���
�������
�������
�������

���
��� ��� ��� ��� ����

�����
	 �����
	 �����
	 �����
	
� ��� ���� ��� ����
� ��� ���� ��� ����
� ���� ���� ��� ����
� ��� ���� ��� ����
� ��� ���� ��� ����
� ��� ���� ��� ����
� ��� ���� ��� ����
� ���� ���� ��� ����
� ��� ���� ��� ����

����

����	

�� 
��

�� ����

����

����	
����

����	

��

��

��

��

��

��

��

��

��

���

���

���

���

���

���

���

��
��

���
���

���
���

���
���

��
��

���
���

���
���

���
���

��
��

���
���

���
���

���
���

�
�

�
��

�

�
�

�
��

��
� ��

�

�

���� ���� ����

����������� �����������
���������������������� ����¡�

��� ������������

 
 
 
 
 
 

�� �����
��������������������

���
�	���������������
��� ���������������
���������������������
���� ��¡¢��£�¤��� ¥¥ ¦ �§¨�
�©ª«¬����
�®¯�°¨±���²³
�´µ�¶·�����¸
�
�� ��������
¹§º¸»¼¸
�»¼�½¾¿�ÀÁÂ�Ã¨±�ÄÅÆÇ��

ÈÉ¹ÊÁËº�ÌÍÎ��ÊÏªÐÑÒÓ�����
�Ô��ÕÖ�À�×����ÈÉ¿��¯Ø�
���¹Ù§º�¸
¸
¸
¸
¸
¸
¸
¸
¸

¸
¹ÚºÛÜ�´Ý¸
ÛÜ�´Ý��Þßà�á���Þßâ�ã̧
¸
¸

¸
¸
¸
¸
¸
¸
¸
¸
¸

äß�å�æ¨±çèÒÓéê�ë
�Þßà
�á����½¾¿Õ �Á� ì̧íî�ËË í̧¹ÈÉï�À¸
ìíî�ËË í̧º�Þßâ�ãäß��½¾¿Õ ��Áð¸
ìíî�ËËí¹ÈÉïðË¸ìíî�ËË¸íº���¡¢çèñ
åò��
����óÖ��ÈÉÌÍÎ�Þßà
�á��� �À×�Þßâ�ãäß� ÀÊ×
��Ø����¹ÙÚº�¸
¹ôºõö÷øÐù¸
õö÷øÐù��Þßà�á�������

¦ �ÈÉ¹�Ë¸ìíî�ËË¸íº�Íú������
Þßâ�ãäß���ÈÉ¹�À¸ìíî�ËË¸íº
ÌÍÎ�ðÂ×��ÊÏªÐÑÒÓ����å���
û���åÞßâ��ÈÉÌÍÎ� üÊ×�Ä
ýþ���Ø����¹Ùÿº�¸
¹æºõö÷~ªù¸
õö÷~ªù��Þß��äß��å�Ã

¨±}
||{´�������Ô��ÈÉÌÍ
Î�Þß�� �Ë×�äß�� �ü×�[\�
�����Ø����¹Ùÿº�¸
�
�� �����
®¯���²³ÔÖ�]�ÛÜ�´Ý�^_Õ

`@ó?����¦>|=<;��:/�.��
»»�-��^_ú��,+���*)('&
�}�ú��%$��#�����¸
¸
¸
¸
¸
¸
¸
¸
¸
¸
¸
¸
¸

�������
���������������
	����
����������������������

��������� ���� � ��� ��

��� ������������������
	�������������

�

��

��

��

��

���

�

��

��

��

��

���

�
�
�

�
�
�
�

�
��

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

��
�

�����
�����

�

��

��

��

��

���

�

��

��

��

��

���

�
�
�

�
�
�

�
�
��

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
��

�

�����
�����

��� ���������

�� �� �����
���

��� ���
���

���

���
��� ���

���

���

��� ���
���

���

���
���

���

���
���

��� ��� ��� ���
��� ���

���

��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ���

�
�
�

�
�
��

�

�����
�������
�������
����

���
��� ������������ ��� ������ �����


�

表 2　混播緑肥の播種および鋤き込み日

表 3　鋤き込み緑肥の乾物重、 炭素量、 窒素量

図 2　あと地土壌の窒素濃度の推移

注）すべての試験処理区でヘアリーベッチの播種量は２kg/10a、

　　窒素成分として５kg/10a を全層施肥

図 1　混播緑肥鋤き込み後の
　　　  大豆の子実重および百粒重
注）異符号間について Tukey 法により
　　有意差あり（p<0.05）

図 1　作土の pH の推移

図 2　作土中の交換性加里の推移 （左 ：沖積砂質～壌質、 右 ：沖積粘質土 ・洪積土）

（３） 混播緑肥の播種および鋤き込み日

　混播緑肥の播種は10月上旬、鋤き込みは翌年５

月中～下旬に実施しました（表２）。

（４） 混播緑肥の鋤き込み量および C/N 比

　混播緑肥の鋤き込み量は、大豆播種前に乾物

重で660～1,100kg/10aとなり、 また、 混播緑肥

のC/N比は22～49となりました。 この結果、 鋤き

込みにより窒素10～18 k g /10 a、 炭素30 0～

500kg/10aを土壌に供給することができました（表

３）。 これは牛ふん堆肥を２t/10a施用した場合と

同等以上となります。

３　緑肥鋤き込み後に栽培した大豆の収量

　混播緑肥鋤き込み後に大豆を栽培すると、混

播緑肥の鋤き込みがない場合に比べ、おおむね

百粒重が大きくなり、また、子実重が多くなる傾

向がみられました（図１）。

４　大豆栽培の翌年に栽培した水稲の収量

　輪換２巡目における大豆あと水稲の収量は、ラ

イ麦５kg/10a播種した区で最も多く、水稲作付前

土壌の窒素濃度および可給態窒素量との相関が示

唆されました（データ略）。

５　あと地土壌の窒素濃度 （窒素肥沃度）

　緑肥を鋤き込んだ３処理区において、大豆あと

の土壌の窒素濃度は対照区に比べ高く、緑肥を

鋤き込んだ３処理区の間ではライ麦５kg/10a播種

した区が最も高くなりました（図２）。

県下水田土壌の変化と実態（９巡目調査結果）
～加里が過去最低レベルに。今すぐ増施が必要～

土壌・環境保全課　研究員　髙野 諒

研究成果

１　はじめに

　高品質な農産物の安定生産に重要となる健全な

土づくりに活用するため、当課では県下に設置し

た定点ほ場において、作土層の土壌化学性の分析

を中心に継続調査を実施しています。調査は1979

年に開始し、５年間で県下44地点を１巡するサイク

ルとしており、今回は９巡目の調査結果を加えて

評価しました。

２　９巡目調査結果

（１） pH

　土壌pHの平均値は5.8と８巡目に比べ上昇し、基

準（6.0）の未達率は16ポイント減少しました。しか

しながら、57％のほ場では基準値を下回っていま

す（図１）。

（２） 交換性加里

　交換性加里は、沖積砂質～壌質土、沖積粘質

土・洪積土ともに４巡目以降減少傾向であり、沖

積砂質～壌質土では平均値が 9.1mg/100g（基準：

15mg/100g）、沖積粘質土・洪積土では平均値が

19.2mg/100g（基準：20mg/100g）と調査開始以

降最も低くなりました。さらに、基準未達率は沖

積砂質～壌質土で 95％、沖積粘質土・洪積土で

56％となっています（図２）。

（３） 有効態リン酸

　有効態リン酸は、沖積砂質～壌質土では全ての

地点で基準（10mg/100g）を達成しています。沖積

粘質土・洪積土では、基準（15mg/100g）未達率

は28％と16ポイント減少しているものの、その中

でも沖積粘質土の基準未達率は36％と比較的高く

なっています（図略）。

（４） 有効態ケイ酸

　有効態ケイ酸は、沖積土壌、洪積土壌ともに８

巡目よりやや増加しています。しかし、基準未達

率は沖積土壌で70％、洪積土壌で73％と依然とし

て高くなっています（図略）。

３　おわりに

　今回の調査結果から、特に交換性加里の不足

が確認されました。地域や経営体で土壌診断を行

い、ppほ場ごとの不足成分を把握し、土壌改良資

材等による成分の補給をお願いします。

６　おわりに

　以上のことから、混播緑肥の鋤き込みによって

大豆の収量は向上し、あと地土壌の窒素濃度も高

くなることが明らかになりました。

　今後は、大豆・水稲輪換体系における混播緑

肥鋤き込みを長期に渡って継続した場合の、あと

作物の収量・品質や土壌に及ぼす影響について検

討していきたいと考えています。
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5.6
16％16％16％
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研究成果
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「てんたかく81」の環境に配慮した全量基肥肥料
～安定生産を維持しながらプラスチックを削減～

栽培課　研究員　佐藤 篤史

農業研究所の活動から

試験圃場の青田まわり 

LPコート

Jコート

１　はじめに

　本県では、稲作における省力的な肥料として、

全量基肥肥料が８～９割程度のほ場で普及してい

ます。しかし、この肥料に含まれる窒素肥料（LP

コート）の被膜はプラスチック製であり、肥料成

分溶出後の肥料殻が水面に浮き上がり、水田外へ

流出することで海洋プラスチック負荷の一因になる

ことが懸念されています。

　こうしたことから、県ではこれまで全量基肥肥

料に含まれる被覆肥料をLPコートからJコートへ置

き換える取組みを進めてきました。JコートはLP

コートに比べプラスチック配合量が少なく、被膜

の崩壊性を高めていることから、肥料殻が水面に

浮き上がりにくい特長があります（図１）。そのた

め、Jコートの導入により肥料殻の水田外への流出

リスクの低減が期待されます。Jコートを配合した

全量基肥肥料は、「富富富」では2018年のデビュー

当初から普及が進んでおり、後に「コシヒカリ」

でも専用肥料が開発され、普及しています。また、

「てんたかく81」用についても、2022年産より切り替

えが進められています。

　しかしながら、河川や海洋環境の保全を考慮す

ると、より一層のプラスチック低減が要求されるた

め、農業研究所では、2021年から硫黄で窒素を被

覆した肥料（SCU）の実用性を検証しています。本稿

では「てんたかく 81」用の全量基肥肥料に硫黄被

覆肥料（以下、SCU）を一部配合した新たな肥料

について実用性を検証したので、その結果を紹介し

ます。

２　SCU の活用

　SCUは被膜にプラスチックではなく硫黄を使用し

ているため、肥料殻が微生物により分解され残ら

ない特長があります（図２）。また、崩壊した肥料

殻は作物の養分として利用されます。

　今回供試した肥料は、「てんたかく81」の現行

肥料である「Jコート早生専用」肥料の窒素成分30%

分を中長期溶出型SCU（SCU-L）に置き換え、プラ

スチック被膜の使用量を現行肥料より約３割削減

しています。

　農業研究所では、毎年、試験ほ場の青田まわりを実施しています。本年は、６月12日（水）に主な18課

題の試験ほ場を巡回しました。

　各試験担当者は、研究内容をまとめた看板を用いて研究の目的や手法、進捗状況等の概要を説明しまし

た。説明後に、専門分野の異なる参加者との質疑応答を交わすことで、課題解決に向けた新たな視点が

得られます。とくに若手の研究員にとっては、助言をいただく貴重な機会となっています。

 

夏休み子供科学研究室を開催
　８月８日（木）に、「富山県の田んぼに植えられている作物を知ろう～お米だけじゃない、田んぼで作られ

ているもの～」のタイトルで夏休み子供科学研究室を開設し、12名の小学生に参加いただきました。飼料

用イネの「つきはやか」や枝豆用品種の「たんくろう」の栽培ほ場を見学し、それぞれを「コシヒカリ」や「え

んれいのそら」と比較して草姿の違いを確認しました。また、飼料用トウモロコシの栽培ほ場では、自分

たちの身長よりもはるかに高い草丈にビックリしていました。各自が興味のある作物を抜き取って観察するこ

とで、身近にある田んぼでつくる様々な作物について新たな興味を持ってもらえました。

図 1　肥料殻の浮き上がりの様子

図 2　SCU の溶出過程
大豆ほ場の説明

ドローンを活用した病害虫防除
（病理昆虫課　桑名研究員）

パン作りに適した米粉用品種の選定
（農業バイオセンター　野尻研究員）

Ｒ６年試験内容は、
こちらのＱＲコードから

トウモロコシほ場の見学 観察のポイントをチェック
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